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■注意事項 
 
〇本製品を組み立てる過程において、怪我などに十分注意をして行ってください。 
 
〇本製品を組み立てる過程において、建物を傷つけたり汚したりしないよう、養生をしっかりと行ってください。 
 
〇本製品を塗装する際には、換気をしっかりと行ってください。 
 
〇本製品の使用中には、怪我などに十分気を付けて使用してください。 
 
〇お子様がご使用の際には、大人の方が必ずそばについて使用していただきますようお願いいたします。 
 
〇本製品はお子様向け玩具ですが、角の丸みを出す等の加工は一切しておりません。 
お子様の怪我防止のために、必要に応じて角にはやすりがけをしっかりと行うなど、丸みを出すための加工を施してください。 
 
〇本製品を組み立てる過程における怪我、破損、その他のいかなる損害に、当店は一切の責任を負いません。 
 
〇本製品の使用中における怪我、破損、その他のいかなる損害に、当店は一切の責任を負いません。 
 
 
 

株式会社マルトク 
 
〒761-8031 
香川県高松市郷東町798-50 
 
ＴＥＬ 087-882-1345 
ＦＡＸ 087-882-1347 
 
 

◇製造・販売 
 

◇デザイン・監修 

Chairs and.（チェアーズアンド） 
ミキ（安川美樹） 
 
http://chairsand.blog.jp/ 
 
商品に関するお問い合わせ 
chairs_handmade@yahoo.co.jp 
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天板① 

■中に入っているもの 

天板② 

棚板（小） 

幕板②（天板①の下） 

背板① 

背板② 
（開くとカウンターになる部分） 

底板 

幕板①（底板下） 

扉①（２枚） 
（観音開き） 扉② 

（下開き） 

棚板（大） 

幕板③（背板②の上・天板②の下） 

カウンター 
支え（２枚） 

側板（２枚） 

中板 

コンロ部品①（８枚） 

コンロ部品②（８本） 

コンロつまみ
部品 

蛇口部品 

シンク用 
琺瑯ボール 

ビスケット（４枚） 
（接着用部品） 

〇蝶番 （大・２個）（小・９個） 
 
〇蝶番用ビス 
 
〇マグネットラッチ （ダブル・シングル・プッシュ式 各１セットずつ） 
 
〇組み立て用ビス 
 
■別途用意していただくもの 
 
〇好みの取っ手、つまみ、フック等、留め金（推奨）など 
 （１００円ショップ、ホームセンター等に売っています。） 
 
〇電動ドリル（取っ手、つまみ等取り付け時の穴あけに必要です。） 
 
〇プラスドライバー  〇木工用ボンド  〇サンドペーパー   
 
〇塗料など（塗装する場合）  〇家具用フェルトシートなど 
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■無塗装時の完成イメージ 

〇無塗装、金具なしで製作した場合の完成イメージです。 
 
〇無塗装で製作いただくことも可能ですが、金具（取っ手、つまみ
等）は別途取り付けることをおすすめいたします。 
 
〇本説明書では塗装する場合の組み立て工程を説明しておりますが、
無塗装の場合も基本的に組み立て方は同じです。 
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■塗装時の完成イメージ （水性ペンキ＋オイルで塗装した場合の作品例） 

＜作品例で使用した塗料＞ 
 
◇水性ペンキ・・・アトムハウスペイント 水性フリーコート 色：ミルキーホワイト 
 
◇オイル塗料・・・ワトコオイル 色：ドリフトウッド 

＜作品例で使用した金具＞ 
 
◇扉（観音開き）の取っ手 １００円ショップセリア ハンドル93ｍｍ 古色仕上げ ×２ 
ＪＡＮ：4571196310854 
 
◇扉（下開き）のつまみ １００円ショップセリア 引き出し用つまみ 
ＪＡＮ：4968583506752 
 
◇カウンター背面部の留め金 １００円ショップセリア アーチ形留め金 古色仕上げ 
ＪＡＮ：4571196310861 
 
※市販商品は予告なしに廃盤になる場合がありますのでご了承ください。 
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■組み立て方 

底板に幕板①を取り付けます。 
底板を裏返します。 
（↑写真のような穴の位置になっているこ
とを確認して） 
 

位置がずれそうな方は、木工用ボンドで幕
板①を底板に仮止めしてからビス止めする
と失敗しません。 

各穴にビスを入れます。 
 

電動ドリルを使ってビス入れをすると、作
業がスムーズです。 
 

① 
 

② 
 

③ 
 

④ 
 

底板のガイドラインに沿って中板を取り付
けます。ビス位置の穴からビスを入れて固
定します。 
 

⑤ 
 

底板 

↑幕板①（底板下） 

底板 

↑幕板①（底板下） 

中板→ 

ビス位置 
↖ 

↙ 

中板→ 

底板 

←凹 
⑥ 
 

その際、中板の凹が幕板①の側になるよう
にします。（凹が手前側） 
 

作品例で紹介した塗装をする場合を想定した作り方になります。 
どのような塗装をしても自由ですが、基本の組み立て方は同じです。 
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背板①を取り付けます。 
⑥までに組み立てたものをこのように置い
て、木口を上にします。 

背板①にひかれたガイドに合わせて背板①を
かぶせ、ビス穴にビスを入れ固定します。飾
りの溝（縦線）が外側に来るようにします。 
 

正面にし、立てたところです。 
 

次に側板を固定するため、底板が手前に 
くるように、横に倒します。 

⑦ ⑧ 
 

⑨ 
 

⑩ 
 

飾りの溝（縦線）が表側になるようにして、 
側板を乗せます。 

⑪ 
 

⑫ 
 

↑のビス位置にビスを固定します。 
(５カ所） 
 

↗ 

↗ ↖ 

→ 

↙ 
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正面に立てます。 
その次に幕板②を取り付けます。 

幕板②を中板の凹の部分にはめ込み、側板
側のビス穴からビスを入れ固定します。 
 

反対側の側板も⑫と同様に固定し、 
さらに、幕板③（背板上）も取り付け固定
します。 
 

幕板③は、手前から見て左下にビス穴が２
つ開いている位置になるように取り付けて
ください。 
 

⑬ ⑭ ⑮ 
 

⑯ 
 

棚板（大）を取り付けます。ガイドライン
の位置に取り付け、両サイドのビス穴から
固定します。 
 

⑰ 
 

⑱ 
 

⑰までに作った本体および、↑の背板②と
扉①を水性ペンキで塗装します。 
 
※必要に応じて、カウンターは角に丸みを
出すためのやすりがけ等を施してください。 
 

→ 
→ 

→ 
→ 

← 
← 

← 
← 

↑ ↑ 

→ ← 

背板② 
（開く時カウンターになる） 

扉①（２枚） 
（観音開き） 
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↑の写真のものは、オイル塗装をします。 
※必要に応じて、天板には角に丸みを出す
ためにやすりがけ等を施してください。 

本体を、水性ペンキで塗装したところです。 
 

背面から見たところです。 
 

塗装した扉などを取り付けていきます。 
下穴に蝶番（小）を取り付け、本体に取り
付けます。 
 

⑲ ⑳ ㉑ 
 

㉒ 
 

下開きの扉②は、本体に取り付ける前につ
まみ等を取り付けておいた方がスムーズで
す。（別途ご用意ください） 
電動ドリルで適切な場所に穴をあけ取り付
けます。 
 
 

㉓ ㉔ 
 

穴をあけ裏側からみたところです。 
穴は、マグネットラッチの受け側の金具と
被らないようにご注意ください。 

→ 

天板① 

天板② 

扉② 
（下開き） 

棚板 
（小） カウンター支え

（２枚） 
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マグネットラッチ（シングル）を棚板
（大）の下側に取り付けます。 

マグネットラッチ（ダブル）を、扉①の本
体側に取り付けます。 
 

マグネットラッチは受け側の金具も取り付
けてください。 
 

参考＊扉①（観音開き）に使用した取っ手です。 
１００円ショップセリアで購入。 
商品名：ハンドル９３ｍｍ 古色仕上げ 
ＪＮ：4571196310854 
 
※市販商品は予告なしに廃盤になる場合があり
ますのでご了承ください。 

㉕ ㉖ ㉗ 
 

㉘ 
 

参考＊扉②（下開き）に使用したつまみです。 
１００円ショップセリアで購入。 
商品名：引き出し用つまみ 
ＪＮ：4968583506752 
 
※市販商品は予告なしに廃盤になる場合があ
りますのでご了承ください。 
 

㉙ 
 

㉚ 
 

棚板（小）を取り付けます。 
左側からビス２つビスを入れ、背面からも
２つビスを入れます。 

↑ 
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棚板（小）を取り付け後、背面から見たと
ころです。 

カウンター支え（２枚）を取り付けます。 
蝶番（大）をそれぞれに取り付けます。 
 

蝶番（大）を取り付けたところです。 
 

背面の下穴に、蝶番（大）をそれぞれ取り付け
ます。 

㉛ ㉜ ㉝ 
 

㉞ 
 

両サイドに取り付け、開いたところです。 
 

㉟ 
 

㊱ 
 

閉じたところです。 
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コンロつまみ部品にそれぞれ色を塗って 
ください。 

コンロのつまみを裏からみたところです。 
中心の穴に丸棒を差し込んでいます。 
 

コンロつまみの丸棒を、本体の幕板②のコ
ンロのつまみ取り付け穴に表側から入れ、
内側から固定用パーツで幕板②を挟むよう
に固定します。 
 

コンロのつまみを挟んで固定したところです。 
つまみがクルクルと回ることを確認してくださ
い。 

㊲ ㊳ ㊴ 
 

㊵ 
 

正面から見たところです。 
 
 

㊶ 
 

㊷ 
 

天板①と天板②を固定します。 
接着用部品の「ビスケット」を用意します。 
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本体の天板①を取り付ける両サイドの凹に、
木工用ボンドを入れます。 

そこに、ビスケットをはめ込みます。 
 
 

その上から、さらに木工用ボンドを塗ります。 
ビスケットで接着する歳、水で溶かした木工
用ボンドを刷毛で塗ると、さらに強度が上が
ります。 
 

両サイドのビスケットに木工用ボンドを塗った
ら、上から天板①をはめ込みます。 
その時、天板の固定位置に十分注意します。 
 

㊸ ㊹ ㊺ 
 

㊻ 
 

本体との間に隙間ができないように、当て
布などをしてからトンカチ等で叩きしっか
りはめ込みます。 
 
 

㊼ 
 

㊽ 
 

シンクとなる琺瑯ボールがしっかりとはまる
かを確認します。 
（間違えた位置に天板が固定されてしまうと、
幕板②にかかってしまい琺瑯ボールがはまら
なくなる恐れがあります） 
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琺瑯ボールがしっかりとはまり、天板の位
置にずれがないことを確認したら、 

重しになる物を置くなどして、木工用ボン
ドが乾くまでしっかりと固定します。（１
時間程度） 
 
 

同様にして、天板②もビスケットでしっか
りと固定します。 
（ずれてしまうとそのまま固定されてしま
うので、十分注意してください） 
 

天板がしっかりと固定されたら、背板②（開い
た時カウンターになる部分）を取り付けます。 
先に、マグネットラッチの受け側の金具を固定
し、 
 

㊾ ㊿ 

マグネットラッチ（プッシュ式）を、本体
向かって右手（↑裏側から見ているので左
手）の内側（幕板③の取り付け位置より少
し下あたり）に取り付けます。 
下穴が開いています。 
 
 

蝶番（小）を３つ、取り付け方向に注意して、
背板②の木口に取り付けます。下穴が開いて
います。 
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マグネットラッチを利用して、背板②を本
体にはめ込み、蝶番を天板①の背面の木口
に固定します。（下穴が開いています） 

近くで見たところです。 
 
 

蛇口の各部品に色を塗り、組み立てます。 
蛇口本体の穴の中に、木工用ボンドを入れ
ます。 
 

穴が開いた円形の部品を挟むように、ボルト状
（商品は六角形ではなく円になっています）の
部品を上から差し込み固定します。 
蛇口がくるくると回ることを確認します。 
 

天板①の、シンク穴の左上あたりに開いて
いるビス穴に、天板①の底側からビスを入
れて蛇口を固定します。 
 
 

コンロ部品①に色を塗り、四角になるように
並べてそれぞれ木工用ボンドで固定します。 

57 

58 59 60 
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コンロの小さい方のパーツ（コンロ部品
②）は、60のコンロ部品①のつなぎ目を隠
すように、↑のように並べて木工用ボンド
で固定します。 

塗装した後に取り付けたビスの頭を、本体
と同じ色に塗装します。 
 
 

参考＊使用した留め金です。１００円ショップ
セリアで購入。 
商品名：アーチ型留め金 古色仕上げ 
ＪＡＮ：4571196310861 
※市販商品は予告なしに廃盤になる場合がありますので
ご注意ください。 
 

お好みで、フック等（別途ご用意くださ
い）を取り付けてください。 
 
 

完成です！おつかれさまでした！ 
 
※最後に、底面に家具用フェルトシー
ト等を貼ることをおすすめいたします。
（別途ご用意ください） 
 
 
 

背板②（開いてカウンターになる部分）が
移動時に勝手に開いてしまうと危険なので、
留め金（別途ご用意ください）を取り付け
ることを推奨しています。 
 
 

61 62 63 

64 65 66 
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